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拡大事業委員会が開催されました。 
9月 3日中西部部会終了後、ラウンジ翔にて、拡大事業
委員会を開催しました。次期会長主査研修会以来の交流

となりました。遠くからもご参加頂き、感謝致します。

川上直前事業主任より、昨年度の報告を交えながら、地

域奉仕・環境事業について共に学ぶ機会となりました。

また、各主査の方々の熱い今期の活動方針と目標につい

て、共有する事ができました。 
各クラブ、部の地域活動の活性化を皆さんと一緒に考え

て行きたいと思います。その中で、以前の地域奉仕事業

の活動についても共有した方が良い意見もあり、各主査

の皆さまに情報を提供致します。よろしくお願いします。 
 
 
中部部会、中西部部会、阪和部会、京都部会に参加することができました。

暖かい歓迎ありがとうございます。時間が許す範囲で、熊本 YMCAの会長とし
ての立場で、熊本地震後の被災地支援活動のご報告もさせて頂きました。あり

がとうございます。部会では、ロールバックマラリア献金について、アピール

させて頂きました。ワイズメンズクラブ国際協会のゴールに向かって共に運動

を広げて行きましょう！阪和部会では、熊本地震復興支援募金を部会内で集め

て頂きました。ありがとうございます。 
京都部会の前に京都タワー地下の理容室で髪をカットしました。オレンジの

ネクタイで、FBに投稿したら「サンドウィッチマン」に間違えられました。（笑） 
 
 
長崎ワイズメンズクラブ（長崎クラブ訪問） 
1959年 11月 20日に国連総会で採択された〈児童の権利に関する宣言〉の採択 20周年を記念して，1979
年を国際児童年とする決議が，1976 年の国連総会で採択されました。その 1979 年にクリスマスカード
コンテストが始まり、今年で 38回目を迎えます。 
世界的には、地域紛争に端を発する難民の問題、飢餓の問題など、課題の多い時代が続いています。原

子爆弾の惨禍を経験した街、長崎に生きる子どもたちが、クリスマスカードの制作を通して、自らの感

自ら機会を創り出し、機会によって自らを変えよう。 
Creating opportunities and accepting opportunities 
for change. 

地域奉仕・環境ニュース 

各クラブ活動紹介 



受性、創造力を高め、他者を思いやり、平和を希求する心を育む機会となるような活動です。 
9月 12日に長崎クラブを訪問し、素晴らしいお話を聞く事ができました。このクリスマスカードをぜひ、
西日本区にも広がり、長崎から平和の光を届ければと感じました。第２報でまた、ご報告したいと思い

ます。 
 
京都ウエストワイズメンズクラブ	 7月 23日～24日（ブリテンよりの情報） 
美三京㤗三木	 宿泊体験 
委員会の活発な活動と交流。委員会の交流の大切さ、そこから地域奉仕の力を感じます。今後のご活躍

をお祈り申し上げます。 
 
熊本ひがしワイズメンズクラブ	 （ブリテンよりの情報） 
地域にできる支援活動を目指して（熊本地震） 
熊本地震を通して４つの考察をして頂きました。今後益々の地域活動に期待しています。 
考察１	 岩本会長の活動方針第１の柱	 「支援活動」 
考察２	 早急に結成を望む	 「少年防災隊」 
考察３	 新たに開設を	 「災害講座」 
考察４	 自主防災クラブとの関連強化	 「地域自治会」 
これらを課題にあげて、クラブとしてどのような活動を広げていくのかを共有する事が先ずの第一歩で

す。 
 
毎年３憶～５億件のマラリア疾病者のうち 

300万人が死亡する。 

その大多数が 5歳未満の幼児である。 
皆さまの暖かいご支援お願いいたします。 


